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2.　高性能 610 MPa級高張力鋼板シリーズ

2.1　 高性能 610 MPa級高張力鋼板シリーズの

成分設計の考え方とその製造技術

　高性能 610 MPa級高張力鋼板シリーズの特長を Table 1

に，成分設計の考え方をFig. 1に示す。これらの開発鋼は，

いずれも JIS G 3115圧力容器用鋼板 SPV490に適合するこ

とを前提としており，下記の特長を有している。

（1）C量，溶接割れ感受性組成（PCMPCMP ）の低減および Bの

無添加化

　溶接性の観点から，C量を 0.09 mass％以下に，PCMPCMP

を 0.20 mass％以下に低く制限するとともに，B
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0.09 mass％以下，PCMPCMP を 0.20 mass％以下に低く制御して

いる。

2.2.1　 タンク・ペンストック用の溶接施工性に

優れた高張力鋼板「JFE-HITEN610U2」

　JFE-HITEN610U2 の 母 材 性 能 を Table 3 に 示 す。

JIS SPV490規格を満足する強度・靭性が得られている。

　また，溶接性の特性例として最高硬さ試験結果を Fig. 7

に示す。いずれの溶接条件においてもビッカース硬さ

（HV10）で 300ポイント以下の低い HAZ硬さが得られて

おり，従来鋼と比較して大幅に溶接部硬化性が低減してい

る。この硬化性の低減により，溶接部の低温割れが抑制さ

れるとともに，溶接部の耐硫化物応力腐食割れ（SSC）感

受性を低減し，従来鋼よりも良好な耐 SSC特性が得られ

る。y形溶接割れ試験ポェ2n接�づ

， 私，
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要求される板厚も大きくなり，鋼板内質の健全性はプラン

ト自体の安全性に大きく影響することになる。以下に本製

造プロセスによる高張力極厚鋼板への適用例を示す。

3.2.1　JIS G 3120 SQV2Bへの適用

　低温靭性に優れ，原子炉その他の圧力容器に用いられる

JIS G 3120 SQV2Bの製造結果を以下に示す。Table 9に供

試鋼板の化学組成，Table 10に引張およびシャルピー衝

撃試験結果を示す。鋼板内の長さ




